別添
平成23年社会生活基本調査の集計について

総務省統計局
労働力人口統計室
１　平成23年社会生活基本調査の集計体系及び集計内容
平成23年調査における集計区分及び集計内容は以下のとおりです。

なお、結果表の詳細については、ＳＷＡＮに掲載の「集計事項一覧」、「分類事項一覧」及び「結果表様式の解説」をご覧ください。
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地域別結果

①

個人属性及び世帯属性別に、曜日、行動の種類（20区分）

別の１日当たり総平均時間、行動者平均時間及び行動者率

を集計

②

行動の種類別に、１日当たりの時間階級別行動者数及び行

動の種類別総平均時間を集計

全

国

個人属性別及び世帯属性別に、曜日、15分刻み時間帯別に

行動の種類別行動者率を集計

地

域

主要結果について、全国のほか、全国人口集中地区、都道

府県、都道府県人口集中地区、10大都市圏（一部は３大都

市圏）及び都市階級別に集計

全

国

個人属性別及び世帯属性、曜日別に起床、朝食開始、出

勤、仕事からの帰宅、夕食開始、就寝の行動者率、時刻別

行動者構成比及び平均時刻を集計

地

域

主要結果について、全国のほか、全国人口集中地区、都道

府県、３大都市圏別に集計

①

個人属性及び世帯属性別に、曜日、行動の種類（詳細行動

分類区分）別に１日当たりの「主行動」及び「主行動＋同

時行動」の総平均時間、行動者平均時間及び行動者率を集

計

②

同時行動について、主行動とクロスした総平均時間、行動

者平均時間、行動者率を集計

２　時間帯編

個人属性別及び世帯属性別に、曜日、15分刻みの時間帯別の行

動の種類（詳細行動分類）別行動者率を集計
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集計区分

地域別結果

集計内容

各行動の調査項目（種類）ごとに、個人属性及び世帯属性別の

行動者数、行動者率及び平均行動日数等を集計

全国結果に準じた内容について、分類区分数を大括りとし、全

国（全体、人口集中地区、人口集中地区以外）、都道府県（全

体、人口集中地区、人口集中地区以外）、14地域、10大都市圏

及び都市階級別に集計

全国結果

全国結果の①に準じた内容について、分類区分を大括りとし、

全国（全体、人口集中地区、人口集中地区以外）、都道府県

（全体、人口集中地区、人口集中地区以外）、14地域、10大都

市圏及び都市階級別に集計

全

国

結

果


２　前回からの主な変更点
【調査票Ａ】
(1) 都道府県別集計の充実

これまで都道府県別では表章していなかった介護の有無別（男女・年齢別）の生活時間

の集計を行います。
また、「子供のいる世帯の夫や妻」を対象とした集計において，これまで把握していた

末子の年齢別の生活時間の集計に加え，６歳未満の子供の有無や育児支援の利用の状況

別の生活時間の集計を行います。
(2) ワーク・ライフ・バランスの分析に資する集計の充実

新たに調査事項として把握した「勤務形態」，「希望週間就業時間」，「年次有給休暇の取

得日数」，「ふだんの健康状態」の集計を行うことにより，仕事と家事・育児等の家庭生活との時間のバランスについて，これまでよりも詳細に見ることができるようになります。
(3) ＮＰＯ，ボランティア，地域コミュニティー活動等に関する集計の充実
　　ボランティア活動の種類別の「ボランティア活動の１日当たりの平均時間」及びＮＰＯ
や地域社会とつながりの強い町内会などの組織に加入してボランティア活動を行って
いる状況の集計を行います。
(4) 多様な分析への対応
・「スポーツ」の「その他のスポーツ」及び「趣味・娯楽」の「その他の趣味・娯楽」の

フリー記入欄に記入された内容についての主な項目（行動者数及び行動者率）の集計

を行います。

・「親と同居の25歳以上の未婚の子供」及び「親と同居の25歳以上の未婚の子供のいる
世帯の親や子供」を対象とした生活時間の集計を行います。

【調査票Ｂ】
○ 国際比較への対応
　 行動分類の小分類を85から90に詳細に区分します。
　 また，欧州統一生活時間調査の行動分類（ＨＥＴＵＳデータベース行動分類49分類）へ

　 の組替え集計を行います。
３　結果分析に当たっての留意点
(1) 時系列比較

「生活行動」について、平成18年調査との比較を行う場合は、全種類比較可能です。

なお、平成13年調査以前との比較を行う場合は、一部の種目で時系列比較を行うことができないことに留意願います。
　

　＜平成13年調査と比較できない項目＞
　【スポーツ】
「バスケットボール」「柔道」「剣道」「登山・ハイキング」「サイクリング」「器具を
使ったトレーニング」「その他」
【趣味・娯楽】
「ＣＤ・テープ・レコードなどによる音楽鑑賞」「ＤＶＤ・ビデオなどによる映画鑑
賞 (テレビからの録画は除く)」「コーラス・声楽」「邦舞・おどり」「洋舞・社交ダ
ンス」「書道」「絵画・彫刻の制作」「陶芸・工芸」「写真の撮影・プリント」「詩・和
歌・俳句・小説などの創作」「囲碁」「将棋」「遊園地，動植物園，水族館などの見物」
「キャンプ」「その他」
【ボランティア活動】

「国際協力に関係した活動」、一部変更の「スポーツ・文化・芸術・学術に関係した
活動」及び「その他」

(2) 標本誤差等
この調査には、いわゆる標本誤差が含まれていることから、細部についての分析やわずかな差の場合にはご注意願います。
今回、標本数10未満の結果については表章しませんが、表章されている結果についても、行動者率の低い行動の結果は、誤差が大きいので注意を要します。
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